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　春の花たちが咲きだし、暖かい春の到来を告げます。
市内の生産農家の温室には、たくさんの花が綺麗に咲いて
いました。

市の花　なでしこ
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再生紙を使用しています
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ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
、
有
効
性
が
実

感
で
き
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
求
め
た
ほ
か
、
担
い
手
・
経
営

対
策
に
関
す
る
要
望
で
は
、
小
規

模
農
家
に
向
け
た
施
策
を
実
行
す

る
よ
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
神
奈
川
県
農
業
委

員
大
会
が
11
月
12
日
に
海
老
名
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
秦
野
市

の
農
業
委
員
を
含
む
約
７
５
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
「
農
業
委
員
会

制
度
・
組
織
改
革
に
関
す
る
要

望
」
、
「
農
地
の
保
全
と
有
効
利

用
対
策
に
関
す
る
要
望
」
、
「
担

い
手
・
経
営
対
策
に
関
す
る
要

望
」
、
「
農
業
委
員
会
活
動
の
強

化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
の
４

議
案
を
決
議
し
ま
し
た
。　
　
　

　

和
田
稔
会
長
の
も
と
総
勢
25
名

で
、
平
成
26
年
11
月
10
日
～
11
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
山
梨
県
に
お

い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
北
杜
市
に
あ
る
シ

ミ
ッ
ク
八
ヶ
岳
薬
用
植
物
園
に
お

い
て
、
薬
用
植
物
を
は
じ
め
と
し

た
特
用
林
産
物
（
※
森
林
か
ら
生

産
さ
れ
た
物
の
う
ち
、
木
材
以
外

の
物
全
て
）
の
利
用
方
法
、
栽
培

方
法
の
研
究
・
普
及
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。
園
内
に
は
、
約

３
０
０
種
類
の
植
物
が
利
用
方
法

や
利
用
部
位
別
に
植
栽
さ
れ
て
お

り
、
農
業
委
員
は
興
味
深
く
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
に
第
１
回
全

国
直
売
甲
子
園
大
会
で
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
「
道
の

駅
と
よ
と
み
」
を
見
学
し
、
中
央

市
農
業
振
興
公
社
が
行
っ
て
い
る

環
境
保
全
型
農
業
の
取
り
組
み
、

農
業
振
興
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
体
現
し
た
直
売
所
を

肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
J
A
全
農
山
梨

の
直
売
所
「
た
べ
る
J
A
（
じ

ゃ
）
ん
や
ま
な
し
」
な
ど
も
視
察

し
ま
し
た
。

秦野市からは 17 名が参加

見学の様子（シミック八ヶ岳薬用植物園）

　２月５日、三廻部の藤田譲さんのご家族が

秦野市で４例目の家族経営協定を締結しまし

た。

　調印を終えた藤田譲さんは、「就農した時

の理念である、環境負荷の小さい農業、子供

たちにいい影響を与える環境に優しい農業を

目指し、妻の安全にも配慮した経営をしてい

きたい。」と述べました。

　また、調印式には、和田稔会長が立会人と

して出席し、「協定書にあるように、奥様と

の役割分担を明確にし、子育てと農業経営が

充実したものになるよう頑張って下さい。」

と今後の経営発展に期待を寄せました。

家族経営協定を締結
秦野市で４例目

☆家族経営協定とは…
　家族経営の方針や家族１人１人
の役割、働きやすい環境作りにつ
いてなど、家族間の十分な話し合
いに基づき取り決める協定です。

神奈川県農業委員大会
平成26年度

農業委員会制度・組織改革に
関する要望など４議案を決議

協
定
書
を
手
に
参
加
者
で
記
念
撮
影

県
外
農
業
優
良
事
例
視
察
研
修
会

特
用
林
産
物
や
直
売
所
な
ど
を
視
察
＝
山
梨
県
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荒
廃
農
地
解
消
実
践
活
動

は
だ
の
市
民
農
業
塾
閉
校
式

農
地
を
復
元
し
担
い
手
農
家
へ

堀
西
地
区

食卓から考える地産地消
はだの都市農業フォーラム2015

　２月 25 日㈬に秦野市農協団地センターで、「はだ

の都市農業フォーラム 2015」が開催されました。

　当日は、野菜ソムリエの資格を持つ市内農家４名が

講師となり、秦野産の野菜をたっぷりと使い、ポテ

トサラダ、きんぴらゴボウ、切り干し大根、サトイ

モコロッケ、タマネギシュウマイの５品を参加者と

共に調理しました。参加者は、料理のポイント、味

付けなどを聞きながら手際よく料理を仕上げました。

　参加した 60 代主婦は、「家庭での作り方とはワン

ポイント違い、その違いで味が変わる。40 年主婦を

していますが、色々な調理法を知り、とても有意義

でした。」と話しました。

　

１
月
17
日
に
、
農
業
委
員
、
荒

廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
総
勢
22
名
が
参
加
し
、
荒
廃
農

地
の
解
消
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
農
地
は
、
所
有
者
が
耕
作

す
る
こ
と
が
出
来
ず
遊
休
地
と
な

っ
て
い
た
25
ア
ー
ル
の
畑
。
遊
休

農
地
を
解
消
後
、
有
効
利
用
が
見

込
ま
れ
た
た
め
、
こ
の
日
解
消
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

◎
解
消
後
は
、
担
い
手
農
家
が
露
地

野
菜
を
作
付
け
！

　

こ
の
農
地
に
は
、
昔
建
っ
て
い

た
ハ
ウ
ス
の
骨
組
み
、
除
草
対
策

の
た
め
何
重
に
も
重
ね
ら
れ
た
防

草
シ
ー
ト
や
毛
布
が
農
地
全
体
を

覆
う
よ
う
に
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、

大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
農
地
は
担
い
手
農

家
に
よ
り
利
用
権
設
定
さ
れ
、
露

地
野
菜
が
作
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

２
月
７
日
、
秦
野
市
農
協
本
所

で
「
平
成
26
年
度
は
だ
の
市
民
農

業
塾
閉
講
式
」
が
行
わ
れ
、
農
業

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
、
農
産
加

工
起
業
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
、
新
規

就
農
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
26
名
が

卒
業
し
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
各
コ
ー
ス
の
講

師
か
ら
１
年
間
の
講
評
が
行
わ

れ
、
和
田
稔
農
業
委
員
会
会
長
か

ら
も
、
今
後
の
営
農
に
つ
い
て
励

ま
し
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
修
了
生
を
代
表
し
て
新

規
就
農
コ
ー
ス
の
能
戸
広
さ
ん
が

挨
拶
し
、
「
農
業
塾
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
消
費
者
の
目
線
に

た
ち
、
常
に
安
全
・
安
心
な
農
作

物
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し

た
。

当日は、草刈りやゴミの撤去作業を行いました

解消後▶

◀解消前

新規就農に意欲を見せた

支援
センター
通信
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農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
…

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
対

象
に
、
農
業
を
辞
め
る
方
や
農
業

の
規
模
を
縮
小
す
る
方
（
出
し
手

農
家
）
か
ら
、
農
地
中
間
管
理
機

構
が
農
地
を
借
り
受
け
、
規
模
拡

大
や
新
規
参
入
す
る
借
り
手
（
担

い
手
農
家
）
の
方
に
貸
し
付
け
る

事
に
よ
り
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
事
業
で
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
と
は
…

　

神
奈
川
県
農
業
公
社
が
、
平
成

26
年
７
月
１
日
付
で
神
奈
川
県
知

事
か
ら
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
農
地
中
間
管
理
機
構
が
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
集
約
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
に
交
付
さ
れ
る

協
力
金
が
あ
り
ま
す
!!

☆
中
間
管
理
機
構
（
農
業
公
社
）

に
農
地
を
貸
す
と
農
家
の
皆
さ
ん

に
交
付
さ
れ
る
協
力
金
が
３
種
類

あ
り
ま
す
。

①
地
域
集
積
協
力
金

　
　

地
域
で
話
し
合
い
、
地
域
内

の
農
地
を
一
定
割
合
以
上
ま
と

め
て
農
業
公
社
に
貸
し
た
場
合

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
経
営
転
換
協
力
金

　
　

経
営
廃
止
や
経
営
転
換
（
部

門
廃
止
）
な
ど
に
伴
い
農
業
公

社
に
貸
し
た
農
地
に
つ
い
て
、

借
り
手
が
つ
い
た
場
合
に
支
払

わ
れ
ま
す
。

③
耕
作
者
集
積
協
力
金

　
　

次
の
要
件
に
該
当
し
、
農

業
公
社
に
貸
し
た
農
地
に
つ
い

て
、
借
り
手
が
つ
い
た
場
合
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

●
農
業
公
社
が
所
有
（
又
は
管
理
）

　

す
る
農
地
に
隣
接
す
る
農
地

●
農
業
公
社
の
募
集
に
応
じ
た
者
が

　

経
営
す
る
農
地
に
隣
接
す
る
農
地

●
一
連
の
農
作
業
の
継
続
に
支
障
が

　

生
じ
な
い
２
筆
以
上
の
農
地

Ｑ　

農
業
公
社
を
通
じ
て
農
地
の

貸
借
を
し
た
場
合
、
手
数
料
は
か

か
り
ま
す
か
？

Ａ　

手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

貸
付
希
望
を
し
た
農
地
は
、

す
べ
て
農
業
公
社
で
借
り
て
も
ら

え
ま
す
か
？

Ａ　

遊
休
農
地
な
ど
、
借
り
手
が

見
つ
か
る
可
能
性
が
低
い
農
地
は

原
則
と
し
て
借
受
で
き
ま
せ
ん
。

※
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
農
業
公
社
に
10
年
以
上
農
地

を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
要
件
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
力
金
の
種
類
や
貸
付

面
積
等
に
よ
り
、
交
付
額
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
制
度
の
詳
し
い
内

容
を
知
り
た
い
、
貸
付
・
借
受
希

望
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
農
産
課

☎ 
８
２
―
9
6
2
6

　

秦
野
市
農
業
委
員
会
で

は
、
「
看
板
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
農
地
の
貸
出

情
報
を
目
視
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
、
貸
付
希
望

が
あ
る
方
は
、
農
業
委
員
会

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　担い手への農地集積・集約を進めるため、平成 26 年７月１日から、
農地中間管理事業がスタートしました。

東田原の梅畑で看板が設置されました

★農地情報の公開について★
　農地法の改正により、市街化調整
区域内に所在する農地は、農地に関
する情報を公表することが義務付け
られました。
　秦野市でも、平成27年度中にイン
ターネットや窓口で公開する予定で
す。

農地の集積・集約を図る
農地中間管理事業

◎
Ｑ
＆
Ａ

看
板
制
度
の
活
用
も
!!
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農
業
と
共
に

　

平
成
26
年
は
、
国
内
至
る
所
に
豪

雪
、
火
山
の
噴
火
や
台
風
な
ど
自
然

災
害
の
多
い
１
年
で
し
た
が
、
我
が

家
は
幸
い
何
事
も
な
く
農
産
物
は
収

穫
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
専
業
農
家
に
嫁
ぎ
半
世
紀

以
上
に
な
り
ま
す
。
農
業
は
好
き
で

し
た
が
嫁
い
だ
頃
は
主
人
と
共
に
普

通
作
の
麦
、
落
花
生
、
温
室
で
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
耕
作
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
機
械
も
少
な
く
手
作
業

で
無
我
夢
中
で
働
き
ま
し
た
。
何
年

か
経
ち
市
内
は
都
市
化
が
進
み
、
我

が
家
も
畑
は
工
場
、
道
路
へ
と
変
わ

り
耕
作
面
積
は
減
少
し
主
人
は
畑
仕

事
の
合
間
に
建
築
の
仕
事
に
行
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
は
私
の
肩

に
懸
っ
て
き
ま
し
た
の
で
温
室
を
壊

し
廃
材
を
利
用
し
て
キ
ウ
イ
の
棚
を

作
り
、
今
で
は
棚
い
っ
ぱ
い
に
実
を

付
け
て
い
ま
す
。
畑
は
家
庭
菜
園
か

ら
始
め
よ
う
と
思
い
色
々
な
野
菜
を

作
り
食
卓
を
飾
り
ま
し
た
。
多
く
収

穫
出
来
る
様
に
な
る
と
自
宅
の
近
く

に
無
人
販
売
所
を
作
り
新
鮮
な
野
菜

を
並
べ
ま
し
た
。
安
く
て
美
味
し
い

と
皆
様
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

家
庭
菜
園
か
ら
始
め
た
野
菜
も
少
し

の
農
地
で
よ
り
多
く
収
穫
で
き
な
い

か
、
考
え
作
り
ま
し
た
。

　

秦
野
じ
ば
さ
ん
ず
が
出
来
て
か
ら

は
丹
精
込
め
た
野
菜
や
キ
ウ
イ
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。
加
工
所
を
作
り
野

菜
を
使
っ
て
付
加
価
値
を
つ
け
、
漬

物
や
ウ
コ
ン
の
粉
な
ど
も
出
し
て
い

ま
す
。
料
理
す
る
こ
と
が
好
き
な
の

で
お
菓
子
製
造
所
も
作
り
、
饅
頭
、

切
り
餅
な
ど
を
手
作
り
し
、
イ
ベ
ン

ト
に
は
１
人
で
大
変
な
の
で
近
く
に

住
ん
で
い
る
娘
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
、
親
子
で
楽
し
さ
と
喜
び
を
味
わ

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
加
工

所
を
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
け
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。
昔
を
振
り
返
る

と
自
分
の
手
で
作
っ
た
野
菜
や
加
工

品
が
皆
様
に
食
べ
て
い
た
だ
け
る
様

に
な
る
な
ん
て
夢
み
た
い
で
す
。

　

夫
婦
で
農
業
を
行
う
様
に
な
っ
た

今
、
野
菜
は
で
き
る
限
り
無
農
薬
で

安
心
、
安
全
な
物
を
作
り
２
人
３
脚

で
体
の
続
く
限
り
働
い
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
も
３
世
代
、
４
世
代
と
賑

や
か
だ
っ
た
頃
も
あ
り
ま
し
た
が
、

子
供
達
も
独
立
し
今
で
は
老
い
て
夫

婦
水
入
ら
ず
少
し
寂
し
い
気
が
し
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

自
分
は
、
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、

農
家
に
生
ま
れ
た
事
が
、
す
ご
く
嫌

で
し
た
。
毎
日
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働

き
、
友
達
の
親
は
、
綺
麗
な
恰
好
を

し
て
い
る
の
に
、
自
分
の
親
は
、
汚

れ
た
み
す
ぼ
ら
し
い
格
好
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
休
み
は
殆
ど
な
く
、
な

か
な
か
遊
び
に
も
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
え
な
い
。
尚
且
つ
社
会
人
に
な
っ

て
も
、
休
み
の
日
に
は
手
伝
わ
さ
れ

る
始
末
。
自
由
な
時
間
の
あ
る
友
達

が
、
と
て
も
羨
ま
し
く
思
え
た
。
自

分
は
、
絶
対
農
業
な
ん
か
や
り
た
く

な
い
、
継
ぎ
た
く
な
い
と
思
い
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
や
っ
て
い
く
思
い
で

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
自
分
に
も
転
機

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
２
、
３
年
前

か
ら
、
年
を
取
り
、
体
力
が
落
ち
て

い
く
両
親
を
見
て
い
て
、
自
分
も
親

に
楽
さ
せ
な
け
れ
ば
と
思
い
、
休
日

に
手
伝
い
始
め
た
頃
、
ふ
と
、
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
も
し
、
自
分

が
農
業
を
継
が
な
か
っ
た
ら
、
先
祖

代
々
引
き
継
い
で
き
た
田
畑
は
売
る

こ
と
に
な
る
か
も
。
自
分
の
代
で
、

そ
ん
な
事
に
な
っ
て
は
、
先
祖
に
申

し
訳
な
い
。
も
し
、
定
年
後
に
継
い

だ
と
し
て
も
、
体
が
動
く
か
ど
う
か

と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
て
か
ら

後
悔
し
て
も
遅
い
。
だ
っ
た
ら
父
が

元
気
な
う
ち
に
、
ま
た
、
農
業
が
楽

し
い
と
思
え
て
き
た
今
な
ら
と
思
い

就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

就
農
し
て
、
あ
と
３
か
月
で
１
年

で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
農
業
は
、
つ
ら
い

仕
事
が
大
半
で
す
が
、
一
生
懸
命
に

世
話
し
た
作
物
が
、
元
気
に
育
ち
、

収
穫
、
出
荷
の
時
期
を
迎
え
ら
れ
た

時
の
喜
び
は
、
こ
の
仕
事
で
し
か
味

わ
え
な
い
も
の
だ
と
自
負
し
て
い
ま

す
。

　

農
業
高
校
、
及
び
農
大
を
出
た
わ

け
で
も
な
く
、
本
当
に
普
通
の
学
業

を
学
ん
で
き
た
自
分
に
と
っ
て
農
業

と
は
、
ま
だ
ま
だ
未
知
の
世
界
。
こ

れ
か
ら
も
つ
ら
く
、
苦
し
い
事
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
選
ん
だ

道
を
信
じ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
、

日
々
勉
強
の
つ
も
り
で
成
長
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

草
山　

美
重
子
（
平
沢
）

農
業
を
継
い
だ
事

古
藤　

高
徳
（
曽
屋
）
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ご協力ありがとうございました
賛助会員費募金額

943,000円　現在、農業振興地域整備計画の見直しを進めて
いますが、農業近代化施設の整備（家畜糞堆肥化
処理施設や共同園芸施設の新設など）を予定して
いる場合は計画へ位置付ける必要がありますの
で、該当する場合は、下記へご連絡ください。
　また、将来にわたり優良農地として保全し、農
業上の利用を確保すべき農用地区域内に農業用施
設の建設計画がある場合、及び計画の見直しにあ
たり農用地区域への編入等のご希望がある場合も
下記へご連絡ください。

★問い合わせ　☎市役所農産課　82-9626

　1,886 農家の皆様にご賛同いただきました。県農
業会議では、この貴重な財源を次の事業などに活用
します。

★県農林業施策と予算についての建議
★税制対策と経営改善支援
★都市農政対策の実施
★農業生産指導対策
★農政情報活動
★各生産組合の地域
　農政活動への助成

農業近代化施設の
整備計画の情報をお寄せください

　はだの都市農業支援センターが平成18年から開講している「はだの市民農業塾」の平成26年度コースが
終了しました。今年度は、希望形態に合った３コースに 33 名が受講し、26 名の方が卒業されました。
　新規就農コースを修了した２名の方は、新たな農業者として営農していきます。就農地区の農家の皆様の
ご指導をよろしくお願いします。

地域の皆様よろしくお願い致します！

能戸　広（Ｓ 26．３．30生まれ）
就農地：八沢
　秦野の特産品である落花生を中心にした作付を行い、消費者の視点に立って、
良質で安全・安心な野菜作りを目指すとともに、健康に留意しながら体力の続
く限り農業に励んでいきたいと思います。

新庄　泰（Ｓ 25．３．5生まれ）
就農地：鶴巻
　就農するからには安全・安心・美味しいをモットーに喜んで食べてもらえる
農作物を作っていきたい。私の田舎の牡蠣のように味が濃く、甘みがあり、瑞々
しくて日本一と言われるような野菜作りを目指す。そのために物理性、生物性、
化学性に優れた土つくりから始めていきたい。

地域の皆様よろしくお願い致します！

農業塾伊藤講師からお２人へ…
　農業は自然が相手なので、毎年安定して高品質な野菜を収穫するには、一層の
栽培技術向上とともに、経験の積み重ねが大事です。
　根気強く、そして楽しく技術向上に取り組み、皆さんが秦野の農業の活性化に
貢献されることを期待します。
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私
が
所
有
し
て
い
る
農
地
を

農
地
法
に
よ
り
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
賃
借
人
が
私

に
断
り
も
な
く
他
人
に
耕
作
さ
せ

て
い
る
事
を
知
り
、
賃
貸
借
契
約

を
解
除
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

農
地
の
賃
貸
借
を
解
除
す
る

に
は
、
農
地
法
18
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
書
を
農

業
委
員
会
を
経
由
し
て
都
道
府
県

に
提
出
し
、
知
事
の
許
可
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

解
除
は
当
事
者
の
一
方
に
債
務

不
履
行
な
ど
が
あ
る
場
合
に
、
相

手
方
が
一
方
的
に
破
棄
す
る
も
の

で
す
。
農
地
の
賃
貸
借
解
除
の
原

因
と
な
る
も
の
と
し
て
は
、
借
賃

の
滞
納
、
無
断
譲
渡
・
転
貸
、
無

断
転
用
、
不
耕
作
、
賃
貸
人
に
対

す
る
不
法
行
為
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が

あ
っ
た
場
合
す
ぐ
解
除
の
許
可
基

準
で
あ
る
「
信
義
に
反
し
た
行

為
」
に
該
当
す
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
賃
借
人
が
病
気
に

な
り
、
や
む
を
得
ず
他
人
に
耕
作

さ
せ
て
い
た
場
合
、
や
む
を
得
な

い
事
情
で
、
賃
借
人
で
あ
れ
ば
誰

も
が
そ
う
す
る
で
あ
ろ
う
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
賃
借
地
を
他

人
に
耕
作
さ
せ
て
も
信
義
に
反
し

た
と
は
言
え
ず
、
解
除
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
当
事
者
双
方
が
解
除
に

つ
い
て
合
意
し
て
い
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
へ
の
通
知
で
足
り
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
県
外
農
業
優
良
視
察
研
修

　

11
月
10
日
～
11
日

　

山
梨
県

　

道
の
駅
と
よ
と
み
、
シ
ミ
ッ
ク

　

八
ヶ
岳
薬
用
植
物
園
、
三
分
一

　

湧
水
資
料
館
、
農
産
物
直
売
所

　

た
べ
る
J
A
ん
や
ま
な
し
、
里

　

の
駅
い
ち
の
み
や

●
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合

　
会
研
修
会

　

２
月
19
日 

伊
勢
原
市
農
協

●
総
会

　

11
月
25
日
、
12
月
25
日
、

　

１
月
23
日
、
２
月
25
日

　

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
下

　

表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　

11
月
18
日
、
12
月
16
日

　

１
月
14
日
、
２
月
18
日

●
編
集
委
員
会

　

１
月
23
日
、
２
月
25
日

●
神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会

　

11
月
12
日
海
老
名
市
文
化
会
館

農
業
委
員
活
動
報
告

（
平
成
26
年
11
月
～
平
成
27
年
２
月
）

選挙人名簿登載者数

農地の賃借料情報

区分 平均額 最高額 最低額 データ数

田 　― ― ― ―

畑 13,650 円 70,590 円 4,780 円 77

＊農地の区分、平均額、最高額、最低額、データ
　数を賃借情報として提供します。（農業用施設
　農地は除く）
＊データ数は、集計に用いた筆数です。

　「秦野市農業委員会委員選挙
人名簿登載申請書」の集計結
果をお知らせします。
　この登録者は３月 31 日に確
定し、次年度まで据え置かれ
ます。

（２月 20日現在）

地区名 世帯数（戸） 男（人） 女（人） 計（人）
本町 100 122 104 226
南 164 200 152 352
東 235 251 200 451
北 180 212 191 403

大根 173 198 178 376
西 256 300 251 551
上 104 116 96 212

合計 1,212 1,399 1,172 2,571

　平成 26 年 1 月から 12 月までに利用
権設定された農地の賃貸借における平
均的な賃料（10a 当たり）は以下のと
おりです。

■総会の主な審議案件と件数（11 ～２月）
審議案件 件数 面　積

耕作目的の売買・賃貸
（３条許可） ５ 5,506㎡

市街化調整区域内の転用
（４・５条許可） ９ 12,234.57㎡

市街化区域内の転用
（４・５条届出） 77 40,262.06㎡

相続税納税猶予 ２ 14,562㎡

  相 談
    コーナー



カメラ
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味噌作りに
挑戦！！

　１月31日、荒
廃農地解消市
民ボランティア
が荒廃農地解
消実践活動の
啓発活動の一
貫として、味噌
作りを実施しました。 味噌作りには東小学校の生徒８
名が参加しました。 小学生は自ら播種、収穫した大
豆を使い、一所懸命麹や塩などと混ぜ合わせ、手作
り味噌を完成させました。

野菜ソムリエ
　七草がゆ無料配布

　１月７日、市内の野菜ソムリ
エの資格を持つ農家で組織され
た「はだの野菜ソムリエクラブ」
が、じばさんずで地場野菜を使った七草がゆを配布し
ました。寒空のもと、出来立て熱々のおかゆにたくさ
んの方が集まっていました。

　

昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
様
々

な
問
題
か
ら
荒
廃
・
遊
休
農
地
が

増
加
し
、
そ
こ
で
、
地
域
に
お
け

る
農
地
・
担
い
手
対
策
を
始
め
、

農
業
の
振
興
・
活
性
化
に
結
び
つ

く
よ
う
、
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望

等
を
お
聞
き
し
な
が
ら
少
し
で
も

お
役
に
立
つ
よ
う
広
報
誌
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
も
特
に
編
集
委
員

の
方
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
お
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

（
編
集
委
員 

関
野　

進
一
）

　農業者年金は、加入者数・受給者数に影響さ
れにくい個人ごとの積立方式（確定拠出型）の
公的年金です。貯蓄の感覚で加入し税制メリッ
トを受け実質所得の向上を図りましょう！

　●支払う掛金は、全額社会保険料控除の対象
　（最高で年額804,000円）となります。
　●所得税・住民税が節税になります。これに
　　より掛金の15％～30％程度の節税効果が
　　あります。（ご自身の年金でなくても大丈
　　夫）
　●将来受け取る年金も、公的年金等控除が適
　　用されます。

次の要件を全て満たす方なら
どなたでも加入できます。
①６０歳未満の方
②年間６０日以上農業に従事
③国民年金第１号被保険者

■問い合わせ
　　農業委員会事務局　８２－９６５４
　　ＪＡはだの営農課　８１－７７１８

　全国農業新聞は、最新の農業情勢の提
供と解説、先進農家の経営紹介、農業入
門など読んで役立つ情報が満載です。　
　　　　　　
　○毎週金曜日発行
　○購読料　　月６００円
　※平成27年４月より月700円に改定されます。

　
　○お申し込みは、地元の農業委員
　　または、農業委員会
　　　　　　　　　☎８２-９６５４

ご愛読を
全国農業新聞

一人ひとりの農業者を応援！！
農業者年金で
老後の備えをしませんか？


